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I． 学園基本方針

本学園の令和8年度事業計画の基本方針を以下のとおりとする。

1 建学の精神に基づき、 短期大学・高等学校・中学校の各設置校及び保育園における

教育・保育の質の維持•発展に努める。

2 学園全体の経常収支については、 均衡化の実現および早期黒字化を目指す。

3 勧募事業および創立 100 周年記念事業資金勧募を通じた広報活動の拡充を強化する。

本学園の経常収支における赤字の縮小と黒字化は、 喫緊の課題である。

令和 8 年度の入学者見込みは、 東京立正短期大学が定員 80 名に対し約 81%、 東京立正高等学校が

約 107%、東京立正中学校が約 32%、 東京立正保育園が約 93％前後となる見通しである。 この状況

から、 学園全体として学生•生徒・園児の安定的な確保が、 今後の運営における最重要課題となって

いる。 一方、 施設の経年劣化に伴う修繕費の増加に加え、 人件費や教育管理経費の上昇など、支出面

での負担は一層顕著となっている。

令和 8 年度は、教育・保育の質の維持・向上と財務基盤の強化を両輪として、 学園の持続的発展を

図るうえで極めて重要な年度である。 少子化という厳しい環境下にあっても、積極的な広報・募集活

動の展開と財務運営の適正化を進め、学園の安定的な運営と将来に向けた基盤整備を着実に推進する。
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